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北海道と東北 太平洋側など 5 道県やや良 

8 月作柄、34 都府県平年並み 

 

農水省は 8 月 31 日、令和 5 年産水稲の 8 月 15 日現

在作柄概況を公表した。3 年産から 8 月作柄での実測調査を

廃し（西南暖地の早期米等のみ実施=作況指数公表）、

気象・人工衛星データ等から作成される予測式に基づく「作柄

予測」に変更しており、46 都道府県の作柄良否は、「やや良」

が北海道と東北太平洋側 3 県など 5 道県。一方、「平年並

み」は秋田・新潟をはじめ東北日本海側と北陸・関東全県を

含む 34 都府県に上った。九州など 7 県は「やや不良」を見込

んでいる。 

 

田植期以降おおむね高温・多照で推移し、出穂期までの天

候に恵まれた地域がある半面、「6 月から 7 月にかけての梅雨

前線や台風 6 号による大雨等の影響が見込まれる地域もある」

と説明する。高温の影響で出穂最盛期は平年より北日本で最

大 6 日、東・西日本でも同 5 日早まった。 

 

北・東日本を中心に「史上最も暑い夏」となることが確実視

され、今月も「猛烈残暑」が当面続くと予測される中、5 年産は

コメ品質・収量のダブル低下が心配されている。高温による登

熟不良のほか、「高温不稔」 レベルの異常高温(開花期 35

度以上など)に遭遇したり、少雨・渇水被害に直面する産地も

ある。 歴代猛暑年（平成 22 年産、30 年産）は高温減収

も響き、ともに作況 98 の不作だった。 

 

今年は北海道や北東北でも高温障害が強く懸念されている

ほか、作柄調査上、高温障害が全国で多発しても作況低下

には反映されにくく、豊作指数と実収量にギャップが生じる可能性もある。歴史的な苛酷猛暑における作柄推

移が注目される。 

 

なお 4 年産ではデータ予測の 8 月作柄から実測調査に基づく 9 月作況指数にかけて大きな変動もみられた

（北海道=8 月作柄「平年並み」→9 月作況 106、栃木=「やや良」→97 など）。実測調査に基づく 5 年

産作況指数は次回 9 月 25 日現在で初公表される。 


